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『徒
然
草
』
第
十
八
段
考

―
許
由
と
孫
晨
の
故
事
を
め
ぐ
っ
て
―

は
じ
め
に

『徒
然
草
」
第
十
八
段
は
、
物
に
と
ら
わ
れ
な
い
簡
素
な
生
活
を
説

く
章
段
で
、
中
国
の
清
貧
な
賢
人
で
あ
る
許
由
と
孫
晨
の
故
事
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
許
由
と
孫
晨
を
対
に
し
て

記
し
た
例
が

「徒
然
草
』
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

兼
好
が
ど
の
よ
う
な
発
想
や
意
図
に
よ
つ
て
二
人
の
故
事
を

一
段
に
ま

と
め
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
兼
好
の
問
題
意
識
を
知

り
、
「徒
然
草
』
の
執
筆
動
機
を
理
解
す
る
上
で
重
要
な
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
。

第
十
八
段
の
発
想
に
つ
い
て
考
え
る
際
に
、
最
も
重
要
な
点
は
、
「和

漢
朗
詠
集
』
所
収
橘
直
幹
の
詩
句
や

「蒙
求
」
に
見
ら
れ
る
許
由
と
顔

回
の

「
瓢
」
に
ま

つ
わ
る
話
か
ら
の
影
響
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
検
討
す
る
。
ま
た
、
許
由
と
孫
晨
の
故
事
が

「徒
然
草
」
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
際
、
兼
好
の
ど
の
よ
う
な
意
図
が
込
め
ら
れ
た
の

か
、
さ
ら
に
、
そ
れ
が
日
本
中
世
の
ど
の
よ
う
な
思
想
的
背
景
に
支
え

謝
　
ニエ
群

ら
れ
た
も
の
な
の
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
た
い
。

一

「和
漢
朗
詠
集
』
所
収
橘
直
幹
の
詩
句
と
の
関
連

『徒
然
草
』
第
十
八
段
の
発
想
に
は
、
「和
漢
朗
詠
集
』
所
収
橘
直
幹

の
詩
句
が
、　
一
つ
の
契
機
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
第
十
八
段
を
掲
げ
る
。

人
は
、
を
の
れ
を

つ
ヾ
ま
や
か
に
し
、
お
ご
り
を
退
け
て
、
財

持
た
ず
、
世
を
む
さ
ぼ
ら
ざ
ら
ん
ぞ
、
い
み
じ
か
る
べ
き
。
昔
よ

り
、
賢
き
人
の
富
め
る
は
ま
れ
な
り
。

も
ろ
こ
し
に
許
由
と
い
ひ
け
る
人
の
、
更
に
身
に
従

へ
る
貯

ヘ

も
な
く
て
、
水
を
も
、
手
し
て
捧
げ
て
飲
み
け
る
を
見
て
、
な
り

ひ
さ
こ
と
い
ふ
物
を
、
人
の
得
さ
せ
た
り
け
れ
ば
、
あ
る
時
、
木

の
枝
に
懸
け
た
り
け
る
が
、
風
に
吹
か
れ
て
鳴
り
け
る
を
、
「
か
し

か
ま
し
」
と
て
捨
て
つ
、
又
手
に
む
す
び
て
ぞ
、
水
も
飲
み
け
る
。

い
か
ば
か
り
心
の
う
ち
涼
し
か
り
け
ん
。

孫
晨
は
、
冬
の
月
に
会
な
く
て
、
藁

一
束
あ
り
け
る
を
、
夕
に
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は
こ
れ
に
臥
し
、
朝
に
は
収
め
け
り
。

も
ろ
こ
し
の
人
は
、
こ
れ
を
い
み
じ
と
思
へ
ば
こ
そ
、
記
し

と
ゞ
め
て
世
に
も
伝
へ
け
め
、
」ゝ
れ
ら
の
人
は
語
り
伝
ふ
べ
か
ら

ず
。

橘
直
幹
の
詩
句
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

瓢
箪
屋
空
　
草
滋
二
顔
淵
之
巷
・

黎
蓄
深
鎖
　
雨
湿
二
原
憲
之
枢
・

含
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
、
草
、
四
三
七
。
日
本
古
典
文
学
大
系
）

こ
の
詩
句
は

『本
朝
文
粋
』
巻
六
に
あ
る
橘
直
幹

璽
南
レ
被
下
特
蒙
二

天
恩
一兼
中
任
民
部
大
輔
閥
上
状
」
の
中
の
句
で
あ
る
。
新
潮
日
本
古
典

集
成
の
頭
注
に
よ
る
と
、
「時
に
は
瓢
箪
に
入
る
ば
か
り
の
飲
食
に
も

事
欠
く
こ
と
す
ら
あ
つ
た
顔
淵
の
あ
ば
ら
屋
は
、
草
が
ぼ
う
ぼ
う
と
生

い
茂
り
、
原
憲
の
家
は
あ
か
ざ
の
荒
れ
る
に
任
せ
て
、
雨
が
そ
の
荒
屋

の
戸
口
を
湿
ら
す
ほ
ど
だ
」
と
い
う
意
で
あ
る
。
橘
直
幹
は
自
分
の
生

活
を
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
顔
回
と
原
憲
の
清
貧
な
暮
ら
し
ぶ
り
に
た
と

え
て
任
官
を
願
っ
た
の
だ
が
、
」ヽ
の
詩
句
は
中
世
の
草
庵
描
写
に
し
ば

し
ば
引
用
さ
れ
、
「平
家
物
語
』
灌
頂
巻

「大
原
御
幸
」
に
は
、
建
礼
門

院
の
庵
室
の
荒
れ
果
て
た
さ
ま
が

「軒
に
は
蔦
種
は
ひ
か

ヽ
り
、
信
夫

ま
じ
り
の
忘
草
、
瓢
箪
し
ば
ノ
ヽ
む
な
し
、
草
顔
淵
が
巷
に
し
げ
し
。

蒸
で
う
ふ
か
く
さ
せ
り
、
雨
原
憲
が
枢
を
う
る
ほ
す
と
も
い
つ
べ
し
。」

（日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
描
写
さ
れ
て
い
る
の
が
最
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
さ
て
、
第
十
八
段
に
描
か
れ
て
い
る
許
由
と
孫
晨
の
故
事
は
、
「蒙

求
」
に
は

「許
由

一
瓢
」
「孫
晨
藁
席
」
の
標
題
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
橘
直
幹
の
詩
句
が
制
作
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
「蒙
求
」
の
「顔

掴
罰
箪
」
「原
憲
桑
枢
」
が
主
要
な
典
拠
に
な
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
兼
好
は
橘
直
幹
の
詩
句
に
詠
ま
れ
た
顔
回
、
原
憲
を
念
頭
に
置
き
、

許
由
と
孫
晨
を
並
べ
て
記
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
以

下
、
そ
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
、
「蒙
求
」
に
見
ら
れ
る

「許
由

一
瓢
」
「顔
回
瓢
箪
」
の
故
事

は
、
い
ず
れ
も

「瓢
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
る
。
後
に
も
述
べ
る
よ

う
に
、
許
由
と
顔
回
は
、
い
ず
れ
も

「瓢
」
と
結
び
付
け
て
取
り
上
げ

ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
、
物
に
こ
だ
わ
ら
な
い
生
き
方
が
共
通
す

る
こ
と
か
ら
、
一
一人
の
話
が
並
べ
て
挙
げ
ら
れ
た
り
、
或
い
は
混
同
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
次
に
、
「蒙
求
』
で
は
、
「孫
晨
藁
席
」
は
四
〇
三

番
目
で
あ
り
、
「原
憲
桑
枢
」
は
四
〇
四
番
目
で
あ
り
、
並
ん
で
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
周
知
の
よ
う
に

「蒙
求
』
は
、
二
字
の
人
名
と
二
字
の
事

蹟
と
の
四
字
句
で

一
つ
の
話
を
構
成
し
、
さ
ら
に
他
の
四
字
句
と
が
対

句
の
形
で
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
「蒙
求
』
で
は
孫
晨

と
原
憲
は
も
と
も
と
対
句
の
形
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ

う
。
こ
う
し
て
、
兼
好
は
、
橋
直
幹
の
詩
句
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、

顔
回
を
許
由
、
原
憲
を
孫
晨
に
と
置
き
換
え
て
、
新
た
に

一
つ
の
対
を

作

っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
第
十
八
段
と
橘
直
幹
の
詩
句
と
で
は
、
対
の
あ
り
方
に
は

相
違
が
見
ら
れ
る
。
橘
直
幹
の
詩
句
で
は
、
僅
か
な
食
事
に
満
足
し
た

顔
回
と
、
あ
ば
ら
家
に
あ
っ
て
志
を
変
え
な
か
っ
た
原
憲
と
の
、
清
貧
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に
甘
ん
じ
る
と
い
う
同
じ
趣
向
の
話
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
第

十
八
段
で
は
、
本
の
枝
に
掛
け
た
瓢
が
風
に
鳴
る
の
で
、
つヽ
る
さ
が
っ

て
捨
て
た
許
由
の
話
に
対
し
て
、
孫
晨
が
冬
の
会
が
な
く
、
代
わ
り
に

一
束
の
藁
で
、
夜
は
そ
れ
に
寝
て
、
朝
に
な
る
と
片
付
け
た
と
い
う
話

が
描
か
れ
て
い
る
。
第
十
八
段
で
は
、　
一
個
の
瓢
を
捨
て
た
許
由
と
、

一
束
の
藁
を
用
い
た
孫
晨
と
の
、
物
の
用
捨
に
対
照
の
態
度
が
見
ら
れ

る
。
「徒
然
草
』
の
こ
の
発
想
は
、
「蒙
求
』
の

「許
由

一
瓢
」
の
故
事

と
「顔
回
瓢
一屋

の
故
事
と
の
対
比
か
ら
得
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
次
節
で
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

一
一

「瓢
」
の
用
捨

「蒙
求
」
の

「許
由

一
瓢
」
と

「顔
回
瓢
箪
」
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ

て
い
る
。

・
逸
士
伝
、
許
由
隠
二
箕
山
一、
無
二
盃
器
一。
以
レ
手
捧
レ
水
飲
レ
之
。

人
遣
・■

瓢
〓、
得
二
以
操
飲
一。
飲
詑
掛
二
於
木
上
一、
風
吹
涯
澄

有
生
戸
。
由
以
為
レ
煩
、
遂
去
レ
之
。

・
論
語
日
、
〓
臭
更
、
一
瓢
飲
、
在
二
廼
巷
・。
人
不
レ
堪
二
其
憂
一。
回

也
不
レ
改
二
其
楽
・。
賢
哉
回
也
。　
　
　
　
　
　
（新
釈
漢
文
大
系
）

こ
れ
ら
二
つ
の
故
事
に
お
け
る
相
違
点
は
、
両
者
と
も

「瓢
」
と
い

う
語
は
出
る
も
の
の
、
許
由
の
故
事
に
は

「瓢
」
の
み
が
用
い
ら
れ
、

顔
回
の
故
事
に
は

「瓢
」
も

「箪
」
も
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
な

お
、
「瓢
」
は
、
飲
み
物
を
入
れ
る
ひ
さ
ご
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
「箪
」

は
、
食
物
を
入
れ
る
わ
り
ご
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

「顔
回
瓢
箪
」
の
標
題
に
見
ら
れ
る

「瓢
箪
」
の
語
は
、
「論
語
」
薙

也
篇
の
「
一
箪
食

一
瓢
飲
」
に
由
来
す
る
。
一九
来
、
こ
の
語
は

「瓢
」
と

コ
塁

と
の
両
方
の
意
味
を
持
つ
が
、
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
そ
の
意

味
は
変
化
し
た
。
早
川
光
三
郎
氏
の
論
為
ば
よ
る
と
、
「瓢
一昌

の
語

は
、
橘
直
幹
の
詩
句
に
詠
ま
れ
て

「和
漢
朗
詠
集
」
に
収
め
ら
れ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
橘
直
幹
の
詩
句
に

「瓢
箪
屡
た
こ

と
あ
る
よ
う
に
、
「瓢
箪
」
の
語
に

「空
し
」
が
接
続
し
、

そ
れ
が

「瓢
」
の
空
洞
と
の
連
想
か
ら
、
「瓢
」
の
字
の
意
味
に
比
重
が

か
か
り
、
「一慶

の
字
の
意
味
は
忘
れ
ら
れ
、
「瓢
箪
」
は

「瓢
」
の
み

の
意
に
転
化
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
を
、
「和
漢
朗
詠
集
』
注
釈
書
の
橘
直
幹
の
詩
句
に
対
す

る
注
釈
で
確
認
し
て
み
た
い
。

・
愁
歎
詞
。
直
幹
作
。
蒙
求
注
云
、
顔
渕
、
名
回
、
賢
人
。
孔
子
弟

子
也
。
家
貧
不
レ
過
二
〓
要
冥
一
瓢
飲
一。
訓
ョ
「
瓢
留
「
劇
罰
鮒
「

劇
回
州
引
翻
馴
耐
瀾
嘲
可

層
空
者
、
無
二飲
食
一底
空
也
。

（東
京
大
学
本
『和
漢
朗
詠
集
私
注
∵
『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
」
第
一

巻
、
大
学
堂
書
店
）

・
瓢
割
国
劉
ゴ
渕

・〓
―
劉
刺
劇
ヨ
「
劉
引
１
引
引
ｄ
引
列
Ｊ
ｏ
孔
子
ノ

弟
子
二
、
顔
淵
卜
云
者
、
才
恵
二
勝
テ
、
三
千
ノ
貫
首
タ
リ
ト
云

ヘ
ト
モ
、
家
貧
ニ
シ
テ
、
朝
タ
ノ
喰
ナ
シ
。
世
路
ノ
器
モ
ナ
ケ
レ

ハ
、
或
人
、
柄
ノ
長
キ
ナ
リ
ヒ
サ
コ
ヲ
与
ヘ
テ
、
水
ノ
器
ニ
セ
ヨ

ト
云
ケ
レ
ハ
、
此

一
ツ
ヲ
取
テ
、
何
ニ
カ
セ
ン
ト
テ
、
地
テ
置
ケ



レ
ハ
、
其
器
ノ
空
シ
テ
、
只
、
春
ノ
草
ノ
扉
ヲ
埋
テ
、
幽
ナ
ル
栖

イ
、
哀
二
見
ヘ
ケ
ル
．
委
蒙
求
ノ
注
ニ
ア
リ
。

（書
陵
部
本
『朗
詠
抄
∵
『和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
」
第
二
巻
下
）

こ
れ
ら
の
注
釈
の
う
ち
、
「瓢
箪
」
の
語
に
対
す
る
注
は
、
「瓢
」
の

部
分
だ
け
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
点
で
は
、
「瓢

箪
」
は
、
既
に

「瓢
」
の
み
の
意
味
に
転
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る

だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
日
本
に
お
い
て
、
顔
回
は

「瓢
」
と
い
う
語
と

一
般
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

中
世
の
書
物
に
お
い
て
、
許
由
と
顔
回
が
混
同
さ
れ
た
例
が
よ
く
見

ら
れ
る
。
例
え
ば
、
「宝
物
集
』
巻
三
に
は
、

後
漢
書
に
は
、
「孫
晨
ま
づ
し
く
し
て
、
冬
の
日
藁
を
し
く
」
な
ど

申
て
侍
る
め
る
。
こ
れ
な
ら
ず
、
劇
洲
‐
瓢
到
州
明
剣
洲
引
、
原

憲
蒙
を
く
ら
ふ
な
ど
申
た
れ
ば
、
今
生
の
果
報
は
、
前
世
の
檀
波

羅
蜜
に
よ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

と
あ
る
が
、
傍
線
部
分
に
つ
い
て
、
早
川
光
三
郎
氏
は
、
こ
れ
は
顔
回
、

許
由
の
故
事
に
お
け
る
話
や
言
葉
の
混
同
か
ら
来
た
混
乱
現
象
だ
と
指

摘
し
て
い
行
け
「瓢
つ
ぶ
り
を
か
け
」
は
、
「許
由

一
瓢
」
の

「掛
二
於

夏
九轟
予
弊
仁％
｝舞
徹
が
鶴
罫
薇

の
こ
の
文
章
に
は
、
孫
晨
、
顔
回
、
原
憲
が

一
緒
に
登
場
し
て
い
る
。

許
由
と
顔
回
が
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
「徒
然
草
」
と

の
関
係
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
室
町
時
代
初
期
に
成
立
し
た
説
話

集

『三
国
伝
記
」
巻

一
第
二
十
五
話

「抜
レ
髪
男
事
」
で
あ
る
。
男
が

二
人
の
妻
に
言
わ
れ
る
ま
ま
自
分
の
髪
を
全
部
抜
い
て
し
ま
う
話
で
あ

る
が
、
そ
の
男
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。

夫
卜
是
モ
イ
ナ
ミ
難
ク
覚
テ
又
白
髪
ヲ
抜
捨
テ
白
粉
ヲ
面
ニ
ヌ
リ

青
黛
ヲ
眉
二
画
ケ
リ
。
去
程
二
黒
キ
髪
ハ
先
キ
ニ
抜
、
自
髪
ハ
今

抜
捨
テ
見
些

ヲ
カ
シ
カ
リ
ケ
リ
。
小
婦
嫌
テ
日
、
「世
ノ
中
ニ
カ

カ
ル
事
ハ
未

レダ
見
。
何
ノ
姿
ゾ
ヤ
。
カ
カ
ラ
ン
者
ヲ
バ
如
何
力
男

ニ
モ
可

レシ
憑
」
卜
日
テ
追
出
ケ
レ
バ
、
無
二為
方
一頭
ヲ
裏
顔
ヲ
指

隠
テ
老
婦
ガ
許
二
行
ヌ
。
婦
ガ
日
、
「何
ト
テ
頭
ヲ
バ
裏
ミ
顔
ヲ
バ
隠

ス
ゾ
」
ト
テ
引
ノ
ケ
見
レ
バ
、
裸
ヵ
頭
彩
レロ
ド
ル
色
ヮ
顔
、
許
由
は
捨
て

顔
淵
は
用
と
シ
器
に
絵
を
書
タ
ル
ニ
相
似
タ
リ
。
老
婦
驚
テ
、
「穴
見
苦

シ
、
長
シ
ヤ
」
ト
テ
逃
去
リ
ヌ
。　
　
　
　
　
　
　
（中
世
の
文
学
）

こ
の
話
で
は
、
は
げ
頭
に
化
粧
を
し
た
男
の
顔
を
、
直
接
瓢
箪
と
は

言
わ
ず
に
、
許
由
は
捨
て
顔
回
は
用
い
た
器
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
許
由
と
顔
回
か
ら

「瓢
」
の
語
を
連
想
さ
せ
る
と

い
う
、
作
者
乃
至
享
受
者
の
共
通
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
、

そ
し
て
な
に
よ
り
、
ヨ
一国
伝
記
』
の
作
者
が
、
許
由
と
顔
回
の

「瓢
」

に
対
す
る
態
度
を
、
「捨
」
と

「用
」
に
区
別
し
て
描
い
た
点
は
注
意
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

顔
回
と
許
由
は
い
ず
れ
も
瓢
と
関
連
が
あ
る
。
し
か
し
、
瓢
の
用

捨
は
対
照
的
で
あ
る
。
兼
好
は
こ
の
対
照
の
妙
に
着
目
し
、
第
十
八

段
で
は
、
許
由
と
孫
晨
と
を
対
照
的
に
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
孫
晨

の
伝
記
は
不
明
で
あ
る
が
、
「蒙
求
」
「孫
晨
藁
席
」
に
、
「家
貧
織
レ
席

為
レ
業
。
明
二
詩
書
・。
為
・一京
兆
功
曹
こ

と
あ
る
よ
う
に
、
家
は
貧
し



か
っ
た
が
、
「詩
経
」
と

『書
経
』
に
明
る
く
、
後
に
京
兆
の
功
曹
ま
で

昇
進
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、　
一
束
の
藁
の
話
は
、

孫
晨
が
貧
し
い
書
生
で
あ
っ
た
頃
の
こ
と
だ
と
推
察
で
き
る
。
厳
し
い

冬
の
到
来
の
中
、　
一
束
の
藁
に
耐
え
て
学
問
を
し
て
い
た
孫
晨
の
姿

は
、
顔
回
像
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
第
十
八
段
で
は
孫
晨
が
顔
回
の

代
役
と
し
て
機
能
し
て
い
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

〓
一　
日
本
に
お
け
る

「許
由

一
瓢
」
の
受
容

で
は
、
兼
好
は
、
許
由
と
孫
晨
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
を
主
張

し
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
許
由
の
故
事
の
日
本
に
お
け
る
受

容
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
兼
好
の
許
由
像
の
形
成
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

許
由
と
言
え
ば
、
ま
ず
、
「洗
耳
」
の
故
事
を
想
起
す
る
。
尭
帝
が
許

由
に
禅
譲
の
意
を
打
ち
明
け
る
と
、
許
由
は
箕
山
に
遁
れ
、
さ
ら
に
尭

帝
が
九
州
の
長
に
し
よ
う
と
召
す
と
、
許
由
は
汚
ら
わ
し
い
こ
と
を
聞

い
た
と
言

っ
て
頴
水
の
流
れ
で
耳
を
洗

っ
た
と
い
う
。
世
俗
的
な
権

力
、
名
声
を
求
め
な
い
許
由
の
潔
癖
さ
は
、
中
国
の
隠
逸
の
理
想
を
示

す
も
の
で
あ
っ
て
、
許
由
は
長
く
隠
逸
の
規
範
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、

中
国
の
詩
文
に
は
、
「許
由

一
瓢
」
の
精
神
を
讃
美
し
た
も
の
は
あ
ま

り
見
ら
れ
な
い
。
何
故
か
と
言
え
ば
、
中
国
の
隠
逸
は
士
人
が
官
を
離

脱
す
る
こ
と
で
あ
り
、
隠
逸
者
に
と
つ
て
、
清
貧
な
生
活
を
守
り
通
す

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
唯

一
の
所
持
品
で
あ
る

「瓢
」
ま
で
も
捨
て
て

し
ま

っ
た
許
由
の
極
端
な
姿
勢
よ
り
、
顔
回
の
清
貧
に
甘
ん
じ
る
生
き

方
が
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
つ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
寒

山
詩
の
よ
う
な

「許
由

一
瓢
」
を
讃
美
す
る
例
外
的
な
も
の
も
あ
る
。

独
臥
重
巌
下
　
　
独
り
重
巌
の
下
に
臥
す

蒸
雲
昼
不
消
　
　
蒸
雲
昼
も
消
え
ず

室
中
雖
吻
曖
　
　
室
中
は
珍
曖
た
り
と
雖
ど
も

心
裏
絶
喧
暮
　
　
心
裏
は
喧
章
を
絶
す

夢
去
遊
金
閥
　
　
夢
は
去
っ
て
金
閥
に
遊
び

魂
帰
度
石
橋
　
　
魂
は
帰

っ
て
石
橋
を
度
る

捌
閑
圃
調
割
　
　
拠
除
す
我
を
開
が
す
も
の

国
―々
樹
聞
瓢
一　
　
歴
歴
た
る
樹
間
の
瓢
を

（新
修
中
国
詩
人
選
集
）

許
由
が
樹
間
の
瓢
を
さ
え
捨
て
去
っ
た
よ
う
に
、
自
分
は
す
べ
て
を

放
郷
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
寒
山
詩
に
仏
教
的
色
彩
が
濃
い
こ
と
は
確

か
で
あ
り
、
す
べ
て
を
放
椰
し
た
こ
と
に
よ
つ
て
得
た
絶
対
的
な
静
寂

が
、
仏
道
修
行
者
が
求
め
た
境
地
で
あ
る
点
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

Ｚつ
。「許
由

一
瓢
」
の
故
事
は
「蒙
求
』
の
伝
来
に
よ
っ
て
日
本
に
伝
わ
っ

た
。
日
本
で
こ
の
故
事
を
掲
載
し
た
も

っ
と
も
古
い
例
は

「唐
物
語
』

で
あ
る
。
第
十
七
話
に
は
、
「洗
耳
」
の
故
事
と

「
一
瓢
」
の
故
事
が
並

ん
で
引
か
れ
て
い
る
。

尭
と
申
み
か
ど
許
由
に
く
ら
ゐ
を
ゆ
づ
ら
ん
と
て
。
一二
た
び
ま
で

め
し
け
る
を
。
き
た
な
き
事
を
き

ヽ
つ
と
い
ひ
て
。
頴
水
と
い
ふ
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河
に
み

ヽ
を
あ
ら
ひ
け
る
も
。
・．‐¶
引
到
０
到
ｑ
劇
引
劃
劇
ｕ
剖
劃

引
＝
副
例
。
（中
略
）
又
水
く
む
ひ
さ
ご
を

一
た
け
の
あ
み
ど
に
う

ち
か
け
た
り
け
る
が
。
風
の
ふ
く
た
び
に
。
と
に
あ
た
り
つ
ヽ
な

り
け
る
を
さ
へ
う
る
さ
し
と
い
ひ
て
。
た
ち
ま
ち
に
わ
り
す
て
ゝ

け
り
。
Ｊ
剥
引
引
副
洲
劇
馴
Ⅶ
劇
り
ｑ
倒
到
劇
国
刈
劇
―こｌ
ｏ

（続
群
書
類
従
第
十
八
輯
上
）

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
「唐
物
語
』
の
作
者
は
、
「洗
耳
」
の
故
事

に
対
し
て
は
、
「
い
か
な
る
事
に
か
と
お
か
し
き
や
う
に
聞
ゆ
」
と
、
奇

妙
な
こ
と
だ
と
評
し
、
「許
由

一
瓢
」
の
故
事
に
対
し
て
も
、
「げ
に
と

も
お
ぼ
え
ぬ
に
」
と
、
本
当
の
事
と
も
思
え
な
い
と
評
す
る
。
小
林
保

治
氏

『唐
物
語
全
釈
』
（笠
間
書
院
、
一
九
九
八
年
）
は
、
「本
話
の
よ
う

な
、
あ
ま
り
に
も
潔
癖
す
ぎ
る
と
い
う
よ
う
な
非
難
は
特
異
な
例
で
あ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
や
は
り

「許
由

一
瓢
」
の
故
事
に

見
ら
れ
る
、
許
由
の
極
端
な
姿
勢
が
受
け
入
れ
ら
れ
に
く
か
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

「許
由

一
瓢
」
の
故
事
は

「蒙
求
和
歌
』
第
八
、
閑
居
部
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

（前
略
）許
由
箕
中
ノ
松
下
ノ
イ
ツ
ミ
ノ
水
ヲ
手
ニ
ク
ミ
テ
ノ
ミ
ヶ

り
。
人
コ
レ
ヲ
ア
ハ
レ
ミ
テ
。
ナ
リ
ヒ
サ
コ
ヲ
オ
ク
リ
ケ
リ
。
許

由
水
ヲ
ク
ミ
テ
ノ
ミ
ヲ
ハ
リ
テ
。
コ
ス
エ
ニ
カ
ケ
テ
ケ
リ
。
ヒ
サ

コ
風
ノ
フ
ク
タ
ヒ
ニ
歴
々
ト
シ
テ
ナ
リ
ケ
リ
。
許
由
ナ
ル
コ
エ
ヲ

ワ
ツ
ラ
ハ
シ
ク
思
テ
。
ウ
チ
ワ
リ
テ
ス
テ
ヽ
ケ
リ
。

シ
ミ
ツ
ク
ム
跡
タ
ユ
ト
テ
モ
松
陰
ヤ
風
ニ
ミ
タ
ル
ヽ
音
ハ
ヨ

シ
ナ
シ

（と
ふ
人
の
風
の
つ
て
ま
て
よ
し
な
き
は
清
水
く
み
け
る
松
の
下

蔭
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（続
群
書
類
従
第
十
五
輯
上
）

「許
由

一
瓢
」
を
、
副
ｕ
ば

「東
関
紀
行
』
で
は
、
簡
素
生
活
の
実
例

と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、
「蒙
求
和
歌
』
は
明
ら
か
に
許
由
の
閑
静
の

境
地
を
褒
め
称
え
た
も
の
で
あ
る
。

中
世
に
お
い
て
は
、
許
由
の
故
事
を
仏
教
思
想
と
結
び
つ
け
て
理
解

し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
「太
平
記
』
巻
三
十
二

「直
冬

与
・一吉
野
殿
入
口体
事
耐
天
竺
震
旦
物
語
事
」
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

サ
テ
モ
何
ク
ニ
カ
賢
人
ア
リ
ト
、
隠
遁
ノ
者
マ
デ
モ
尋
求
メ
給
ヒ

ケ
ル
処
二
、
割
翻
¶
劃
司
劃
引
引
劇
冽
川
劃
バ
翻
凱
国
招
司

糊
引
「
則
ゴ
捌
９
剰
箇
鼎
劉
欄
濁
刻
劃
二‐

一
‐
劃
劉
翻
習
「
Ｊ
彎
倒
劉
羽

別
Ｊ
ヨ
刊
割
鞘
周
刻
ヨ
∃
剛
判
例
日
劉
Ш
倒
「

（日
本
古
典
文
学
大
系
）

ま
た
、
広
島
大
学
本

『和
漢
朗
詠
集
仮
名
注
』
は
、
「和
漢
朗
詠
集
』

（巻
下
、
松
、
四

〓
）
に
あ
る
白
居
易
の
詩
句

「但
有
三
双
松
当
二
側

下
一　
更
無
・■

事
到
・一心
中
Ｌ
を
解
釈
す
る
時
、
許
由
の
故
事
を
引
用

し
、
次
の
よ
う
な
理
解
を
示
し
て
い
る
。

下
ノ
句
↑

昔
、ィ

許
由
卜
云
ケ
ル
人
、
閑
居
、子
ア
リ
ケ
ル
ニ
、
水
ヲ

ノ
ム
ヘ
キ
器
ノ
無
、子
、
手
二汲
テ
呑
ケ
レ
ハ
、
或
人
、
フ
ク
ベ
ヲ
一
ッ

与
フ
。
許
由
、
此
フ
ク
ベ
ニ
テ
水
ヮ呑
．ス
、
松
ニ
カ
ケ
テ
置
キ
玉
イ
シ

カ
、
翻
劉
割
司
剣
、‐ｄ
判
釧
到
硼
「
馴
刊
倒
Ｈ
劃
側
Ц
「
副
Ｊ
「
＝
翻
劇
刊

劇
。
如
此
、
今
、
自
居
易
―

只
松
ノ
御
ニ
サ
ハ
カ
シ
キ
外
．マ

更
ニ
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我
ヵ
心
ノ
中
．ス
、　
一
物
卜
、デ
モ
、
造
作
ノ
義
ナ
シ
。
何
．ラ
モ
、
求
ン
ト

思
フ
意
ナ
シ
ト
云
ハ
ン
ト
テ
、
一
事
ノ
心
中
二等
卜
云
ヘ
リ
。

含
和
漢
朗
詠
集
古
注
釈
集
成
」
第
二
巻
下
）

傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、
「瓢
」
が
執
着
を
起
こ
す
心
の
問
題
と
し

て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
許
由
は
現
世
へ
の
執
着
を
絶
つ
た
め
に
瓢
を
捨

て
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
解
は
、
第
十
八
段
に
お
け
る
許
由

の
故
事
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
、
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
「許

由

一
瓢
」
の
故
事
は
、
「蒙
求
』
の
原
拠
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

中
世
的
思
想
を
背
景
に
考
え
る
時
、
中
世
的
発
想
や
感
覚
に
ひ
き
つ
け

ら
れ
、
新
た
な
意
味
が
付
与
さ
れ
た
。
こ
の
故
事
は
、
こ
の
よ
う
な
背

景
を
も
っ
て

「徒
然
草
」
に
取
り
入
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
　
隠
遁
者
と
し
て
の
生
き
方

第
十
八
段
に
は
、
無

一
物
と
な
る
許
由
の
生
き
方
と
、
清
貧
な
生
活

に
満
足
す
る
孫
晨
の
生
き
方
と
の
、
一
一
つ
の
生
き
方
が
示
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

前
節
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
第
十
八
段
で
は
、
孫
晨
が
顔
回
の

代
役
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
一
束
の
藁
に
耐
え
た
孫
晨
の
姿
が
、
顔

回
像
と
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
原
憲
に
も
通
じ
る
と
考
え
る
の
で

あ
る
。
で
は
、
顔
回
の
生
き
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
掲

「蒙
求
」
「顔
回
瓢
一屋

の

「
一
箪
の
食
、
一
瓢
の
飲
、
隠
巷
に

在
り
。
人
は
其
の
憂
ひ
に
堪
へ
ず
。
回
や
其
の
楽
し
み
を
改
め
ず
。
賢

な
る
哉
回
や
」
は
、
孔
子
が
顔
回
を
賞
賛
す
る
言
葉
で
あ
る
。
そ
の
典

拠
で
あ
る

「論
語
」
え
也
篇
の
当
該
箇
所
に
対
し
、
朱
子

『論
語
集
注
』

は
次
の
よ
う
に
注
釈
す
る
。

顔
子
之
貧
如
レ
此
。
而
処
レ
之
泰
然
。
不
三
以
害
二
其
楽
・。
故
夫
子

再
言
二
賢
哉
回
也
一以
深
歎
二
美
之
一。　
　
　
　
　
　
（四
書
集
註
）

ま
た
、
朱
子
は
程
子
の
次
の
言
葉
も
引
用
し
て
い
る
。

程
子
日
、
顔
子
之
楽
。
非
レ
楽
二
箪
瓢
晒
巷
・也
。
不
下
以
二
貧
彗
・

累
二
其
心
・而
改
中
其
所
↓
楽
也
。
故
夫
子
称
二
其
賢
・。
又
日
。
瓢

箪
阻
巷
非
レ
可
レ
楽
。
蓋
自
有
二
其
楽
一爾
。
其
字
当
二
玩
味
・。
自

有
二
深
意
一。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（四
書
集
註
）

つ
ま
り
、
顔
回
の
生
き
方
に
、
不
遇
の
境
遇
な
が
ら
貧
窮
を
貧
窮
と

も
せ
ず
、
超
然
と
し
て
生
き
抜
く

「安
レ
貧
楽
レ
道

（貧
に
安
ん
じ
て
道
を

楽
し
む
と

の
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
「孟
子
」
「尽
心
章
句
上
」
に

は
、
「古
之
人
、
得
レ
志
澤
加
二
於
民
一、
不
レ
得
レ
志
、
修
レ
身
見
二
於
世

。

窮
則
独
善
二
其
身
一、
達
則
兼
善
二
天
下
Ｌ
」
（新
釈
漢
文
大
系
）
と
あ
る

よ
う
に
、
儒
家
思
想
は
、
士
人
は
乱
世
に
お
い
て
志
を
得
な
い
と
き
は
、

退
い
て
自
ら
の
身
の
安
全
の
確
保
と
自
己
修
養
に
努
め
る
べ
き
こ
と
を

説
い
て
い
る
。
孔
子
は
顔
回
を

「賢
な
る
か
な
」
と
賞
賛
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
仕
官
し
て
い
な
い
時
に
士
人
の
取
る
べ
き
生
活
態
度
を
勧
め

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
伝
統
的
な
中
国
の
社
会
で
は
、
富
貴
栄

名
を
得
る
た
め
に
は
、
仕
官
を
求
め
る
し
か
道
は
な
か
っ
た
。
隠
逸
生

活
に
入
る
こ
と
は
、
俸
禄
を
失
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
、

多
か
れ
少
な
か
れ
生
活
の
貧
困
を
招
く
こ
と
は
必
然
で
あ
っ
た
。
し
た

―-30-―



が
っ
て
、
顔
回
の
生
き
方
は
、
中
国
の
隠
逸
者
た
ち
に
広
く
受
け
入
れ

ら
れ
、
理
想
的
な
生
活
態
度
と
な
っ
た
。

先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
顔
回
と
原
憲
の
暮
ら
し
ぶ
り
を

詠
じ
た
橘
直
幹
の
詩
句
は
、
中
世
の
遁
世
者
の
草
庵
描
写
に
し
ば
し
ば

引
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
自
ら
顔
回
と
原
憲
を
目
指
す
遁
世
者
も
い

た
「
例
え
ば
、
「方
丈
記
」
（長
享
本
）
に
は
、
次
の
よ
う
な

一
節
が
あ

２一
。
方
丈
の
居
所
た
の
し
き
事
か
く
の
ご
と
し
。
か
や
う
の
事
又
人
に

む
か
ひ
て
い
ふ
に
は
あ
ら
ず
。
只
身
に
と
り
て
心
の
ひ
く
か
た
な

れ
ば
、
刷
割
側
釧
則
例
Ｊ
冽
刊
洲

一‐
瓢
湖
酬
剰
副
¶
翻
測
悧
渕
悧
で

も
し
人
こ
れ
を
う
た
が
は
し
く
思
は
ゞ
、
魚
と
鳥
と
の
情
を
見

よ
。
魚
は
水
に
あ
か
ず
、
鳥
は
林
に
あ
か
ず
。
魚
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、

水
の
す
み
よ
き
を
し
ら
ず
、
鳥
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
林
の
ね
が
は
じ

き
を
し
ら
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）

長
明
は
、
自
分
の
極
限
ま
で
切
り
詰
め
た
草
庵
生
活
を
支
え
た
も
の

は
、
顔
回
、
原
憲
の
生
き
方
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
顔
回
と
原
憲
を
日
本
の
遁
世
者
の
理
想
像
と
し
て
位
置
付

け
る
こ
と
は
、
は
た
し
て
適
当
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

顔
回
と
原
憲
の
清
貧
は
、
自
己
の
現
実
生
活
の
肯
定
と
、
天
命
あ
る

い
は
時
命
へ
の
随
順
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
仏
教
の
世
界
に
お
い
て
は
、

そ
れ
は
不
徹
底
な
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
伊
藤
博
之

氏
は
、
中
世
に
お
け
る
隠
遁
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
世
的
隠
遁
の
根
拠
は
″
後
の
世
″
で
あ
っ
た
た
め
に
、
隠
れ
た

り
遁
れ
た
り
す
る
隠
遁
は
も
は
や
成
立
せ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
世

を
捨
て
て
生
き
る
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
閑
居
の
世

界
に
安
住
す
る
こ
と
す
ら
妄
執
と
し
て
否
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
中
世
的
遁
世
は
、
械
土
を
厭
離
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、

余
執
を
断
ち
切
っ
て
心
を
澄
ま
す
必
要
が
あ
つ
た
。
そ
の
意
味
で
許
由

の
徹
底
的
な

「捨
」
の
精
神
は
、
中
世
の
遁
世
者
に
と
つ
て
理
想
的
な

生
活
態
度
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

第
十
八
段
に
つ
い
て
、
安
良
岡
康
作
氏

『徒
然
草
全
注
釈
』
（角
川
書

店
、
一
九
六
七
～
一
九
六
八
）
が
、
「許
由
の
生
活
ぶ
り
が
詳
細
に
描
き
出

さ
れ
、
孫
晨
の
こ
と
は
添
え
て
叙
せ
ら
れ
た
形
で
あ
る
」
で
」
の
段
の

主
題
は
、
許
由
の
無

一
物
境
に
対
す
る
感
嘆
に
あ
る
と
考
え
る
ほ
か
は

な
い
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
章
段
で
は
許
由
に
比
重
が
あ
る
。

「徒
然
草
』
で
は
、
孫
晨
を
許
由
と
並
べ
る
こ
と
で
、
許
由
の

「捨
」
を

引
き
立
て
る
役
割
を
さ
せ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
孫

晨
は
許
由
を
賛
美
す
る
た
め
の
比
較
の
対
象
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
も

よ
い
で
あ
ろ
う
。

「徒
然
草
」
に
は
、
も
ろ
も
ろ
の
俗
縁
を
放
下
し
て
、
直
ち
に
仏
道
修

行
の
生
活
に
入
る
べ
き
主
張
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
五

十
人
段
に
、

心
は
縁
に
引
か
れ
て
移
る
物
な
れ
ば
、
閑
か
な
ら
で
は
、
道
は
行

じ
が
た
し
。

と
あ
り
、
心
が
縁
に
影
響
さ
れ
て
変
化
す
る
の
で
、
周
囲
が
閑
静
で
な
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く
て
は
、
仏
道
を
修
行
す
る
の
は
難
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
第

七
十
五
段
に
、

い
ま
だ
ま
こ
と
の
道
を
知
ら
ず
と
も
、
縁
を
離
れ
て
、
身
を
閑
か

に
し
、
事
に
与
ら
ず
し
て
、
心
を
安
く
せ
む
こ
そ
、
し
ば
ら
く
楽

し
む
と
も
言
ひ
つ
べ
け
れ
。
「生
活
、
人
事
、
伎
能
、
学
問
等
の
諸

縁
を
や
め
よ
」
と
こ
そ
、
摩
訂
止
観
に
も
侍
め
れ
。

と

『摩
訂
止
観
」
を
引
用
し
て
、
ま
だ
仏
道
を
悟
っ
て
い
な
く
て
も
、

諸
縁
放
下
し
、
心
を
安
楽
に
す
る
こ
と
こ
そ
、
一
時
的
に
せ
よ
、
楽
し

む
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
百
四
十

一
段
に
、
直
に
万
事
を
放
下
し
て
道
に
向
か
ふ
時
、
障
り
な
く
、
所
作
な
く

て
、
心
身
永
く
閑
也
。

と
、
諸
縁
放
下
に
よ
っ
て
獲
得
し
た
心
身
平
穏
の
境
地
を
説
い
て
い

る
。
兼
好
は
許
由
の
故
事
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
捨
て
て
仏
道

を
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
の
だ
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
第
十
八
段
に
描
か
れ
る
許
由
と
孫
晨
の
故
事
を
中
心
に
考
察

し
た
。
第
十
八
段
で
、
許
由
と
孫
晨
を

一
対
に
挙
げ
た
こ
と
は
、
一
つ

に
は
、
顔
回
、
原
憲
を
対
に
し
た

「和
漢
朗
詠
集
』
所
収
橘
直
幹
の
詩

句
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
第
十
八
段
の
発
想
に
は
、
許

由
と
顔
回
の
中
世
的
な
描
か
れ
方
が
影
響
を
与
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
用
捨
に
つ
い
て
の
態
度
で
あ
り
、
そ
の
両
者
の
対
照
の
妙

を
第
十
八
段
に
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、

「蒙
求
」
の
故
事
を
、
再
構
成
し
新
た
な
意
味
を
付
与
し
た
点
が
、
「徒

然
草
』
第
十
八
段
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。第
十
八
段
は
、
許
由
の
故
事
を
孫
晨
の
故
事
と
併
記
す
る
こ
と
で
、

許
由
の

「捨
」
の
精
神
を
引
き
立
て
て
描
き
、
遁
世
者
の
理
想
的
な
生

き
方
と
し
て
示
し
た
。
つ
ま
り
、
許
由
の
故
事
を
通
し
て
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
捨
て
て
仏
道
修
行
を
行
う
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
章
段
で
あ
る

と
考
え
る
の
で
あ
る
。

注（１
）
許
由
と
孫
晨
に
関
し
て
は
、
島
内
裕
子
氏
も
、
コ
一人
の
故
事
が
ひ
と
ま
と

め
に
し
て
示
さ
れ
て
い
る
書
物
は
、
徒
然
草
以
外
に
未
見
で
あ
る
の
で
、
兼

好
が
自
分
の
読
書
体
験
の
中
か
ら
、
独
自
に
こ
れ
ら
の
二
人
を
ひ
と
ま
と
め

に
し
て
挙
げ
た
と
す
れ
ば
、
単
に
書
物
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を
引
き
写
し
に

し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の
問
題
意
識
に
よ
っ
て
類
似
し
た
も
の

を
再
構
成
し
て
い
る
わ
け
で
、
文
学
的
な
手
腕
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
言
え

よ
う
。」
と
述
べ
て
い
る

（『徒
然
草
の
内
景
　
若
さ
と
成
熟
の
精
神
形
成
』

「８
、
古
典
脱
却
へ
の
模
索
　
１
、
中
国
の
賢
者
」
放
送
大
学
教
育
振
興
会
、

一
九
九
四
年
）。

（２
）
早
川
光
三
郎

「蒙
求
解
説
」
（新
釈
漢
文
大
系

『蒙
求
』
上
、
明
治
書
院
、

一
九
六
三
年
）

（３
）
早
川
光
三
郎

（注
２
）
前
掲
書
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（４
）
早
川
光
三
郎

（注
２
）
前
掲
書

（５
）
例
え
ば
、
「本
朝
文
粋
』
巻
五
所
収
菅
三
品
の
「為
二
小

一
条
左
大
臣
・辞
ニ

右
大
臣
・第
三
表
」
に
は
、
「伏
惟
、
陛
下
初
継
二
聖
体
・、
新
守
二
明
文
。
竜

虎
爪
牙
之
群
、
或
前
或
後
、
鷲
鶴
羽
翼
之
類
、
自
レ
西
自
レ
東
。
輿
酬
矧
日
可

衣
レ
霞
之
客
入
仕
、」
（新
日
本
古
典
文
学
大
系
）
と
あ
る
。
ま
た
、
「東
関
紀

行
」
に
も
、
「許
由
が
頴
水
の
月
に
住
み
し
、
】倒
ｑ
¶
劇
倒
∃
瓢
ｑ
劉
剖
ｑ
剣

洲
引
測
引
ｄ
劇
べ
引
ご

（新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
）
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
「太

平
記
』
に
も
用
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る

（本
論
第
二
節
に
引
用
す
る
）。

（６
）
「東
関
紀
行
」
は
宇
津
の
山
で
出
会
っ
た
修
行
僧
の
生
活
ぶ
り
を
描
写
す
る

際
、
「許
由

一
瓢
」
の
故
事
に
言
及
し
、
宇
津
の
山
の
修
行
僧
の
生
活
ぶ
り
は

許
由
よ
り
も
簡
素
だ
と
述
べ
て
い
る

（注

（５
》
。

（７
）
「方
丈
記
」
の
諸
本
は
、
広
本
と
略
本
と
に
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部

分
に
関
し
て
は
、
略
本

（長
享
本
・延
徳
本
・真
字
本
）
に
は
見
え
る
が
、
広

本
に
は
見
え
な
い
。

（８
）
伊
藤
博
之
「中
国
の
隠
逸
と
日
本
の
隠
遁
災
冨
倉
徳
次
郎
・貴
志
正
造
『方

丈
記
　
徒
然
草
』
角
川
書
店
、　
一
九
七
五
年
）

※
『徒
然
草
」
本
文
の
引
用
は
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系

『方
丈
記
　
徒
然
草
」

（岩
波
書
店
）
に
よ
っ
た
。

（し
ゃ

。
り
つ
ぐ
ん
　
本
学
外
国
人
客
員
研
究
員
）
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